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１．重点対策の解説（１）重点対策とは 

 対策と評価の考え方 

 評価開始 

基本的対応を実施 

目標削減率達成 重点対策実施率
110%以上他 

重点対策実施率 
100％以上他 

D評価 
未実施 

実施 

未達成 

達成 

C評価 

B評価 

A評価 

S評価 

未達成 

達成 

未達成 

達成 

高い評価を得るためには対策効果の大き
な対策の実施を優先することが最も重要
と言える。 

3 



１．重点対策の解説（１）重点対策とは 

 対策と評価の考え方 

 評価開始 

基本的対応を実施 

目標削減率達成 重点対策実施率
110%以上他 

重点対策実施率 
100％以上他 

D評価 
未実施 

実施 

未達成 

達成 

C評価 

B評価 

A評価 

S評価 

未達成 

達成 

未達成 

達成 

重点対策を実施すると・・・ 
①実施率100%以上で、1%緩和 
②実施率110%以上で、C評価⇒B評価 
③実施率100%以上他で、A評価⇒S評価 

① ② 

③ 
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 重点対策実施率とは・・・ 

 重点対策実施率＝実施済数（必須項目＋選択項目） 

       ÷該当件数（必須項目）×100 

必須項目数は実施率算定の分母として取り扱われる。
（ただし、ハンドブックに示す「規模要件等」に該当
するもの。） 

選択項目は加点的に取り扱われる。 

ハンドブックに示す「規模要件等」に該当しない必須
項目を実施した場合も加点的に取り扱われる。 

 

１．重点対策の解説（１）重点対策とは 
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１．重点対策の解説（１）重点対策とは 

必須項目：1、2、3… 
選択項目：a、b、c… 

「規模要件等」 
該当：実施すべき対策 
非該当：加点的な扱い 

出典：特定事業者の重点対策実施ハンドブック【第４版】 
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 重点対策（必須項目）とは・・・ 

具体的対策の基盤となる対策、対策のレベルをさらに
高いものに誘導する対策、多くの事業者が該当する対
策、実施状況の確認が可能な対策といった視点から選
定した最も基本的な対策 

定量的な基準値の達成が困難な対策については、目標
値を決め、その達成を図る、あるいは、自己評価と改
善の方向性の検討を求める。 

可能な限り望ましい方向への努力の姿勢を評価する。 

 

１．重点対策の解説（１）重点対策とは 
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 重点対策（選択項目）とは・・・ 

温室効果ガスの排出抑制に直接関係するものではない
が、社会的観点から実施が望ましいと判断される対策 

京都府・市の施策への協力・参加という形で実施され
ている対策 

その他、京都府・市独自の事情で対策の実施が望まし
いと判断される対策 

１．重点対策の解説（１）重点対策とは 
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＜まとめ＞ 
 重点対策とは・・・ 

「温室効果ガスの排出の量を削減するために重点的に実施
すべき対策」（ハンドブック） 

 重点対策がなければ・・・ 

基本的事項がすでに実施されている事業者は不利（基
準排出量の水準がそもそも低い可能性大） 

削減効果の大きな対策（一般に突発的で高額の投資を
要する）のみが優遇される。 

運用面の工夫の重要性が見落とされるリスクが高まる。
（運用面の工夫は対策効果の最大化の要件） 

 

１．重点対策の解説（１）重点対策とは 
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 番号４：ボイラー（空気比の適正管理） 

 視点：燃焼用空気が過大となり、排ガスによる熱の持ち 

    去り量が過大となっていないか？ 

 

 

 

１．重点対策の解説（２）留意していただきたい事項 

完全燃焼に必要最
小限の量とする。 

熱の持ち去り量が
減る。 

燃料の投入量が減
る。 
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 番号４：ボイラー（空気比の適正管理） 

    ポイント 

 「実施済」とみなされるためには・・・ 

基準空気比を達成している。（計測データ必要） 

基準空気比を達成していない場合であっても、やむを得な
い理由がある場合は「実施済」とみなされる場合がある。
（メーカーの見解書必要） 

 上記に当たらない場合には、以下を検討する。 

その空気比の値は適切か？（燃焼状態や場所の評価） 

 

 

１．重点対策の解説（２）留意していただきたい事項 
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 番号４：ボイラー（空気比の適正管理） 

 ちなみに、「ボイラーの管理レベル」の高い事業者の 

 方々は・・・ 

コスト意識が高いです。（燃料費、設備改修費等） 

ボイラーの稼働状況（稼働率、負荷の状況、空気比
等）の実態を把握し、記録しています。 

さらに、それらの実態を評価し、空気比の引下げ等に
よるランニングコストの縮減を図っています。 

設備更新の際に、ボイラーの規模を縮小する等による
コスト縮減効果を得る方もおられます。 

 

１．重点対策の解説（２）留意していただきたい事項 
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 番号９：熱源設備（効率管理） 

 視点：生産する冷水の量が、投入する電気に比してどの 

    程度かを認識しているか？また、その改善に向け 

    た対応を検討しているか？ 

 

 

 

燃料の場合もありますが、
考え方は同じです。 

１．重点対策の解説（２）留意していただきたい事項 

消費した電気の状
況は？ 

生産した冷水の量
の状況は？ 

効率＝Ａ÷ｂ 
の大きさは？変化
は？改善策は？ 13 



 番号９：熱源設備（効率管理） 

  ポイント 

電気の場合は1~5程度、燃料の場合は0.5~1.5程度となる

ケースが多い。（ただし、分母と分子の単位が合致する場
合） 

効率の計算の方法にしばりは無い。ただし（だからこそ）、
計算方法を示す必要がある。 

効率は負荷の状況等によって変化し得る。だからこそ、算
定時期の状況を示す必要がある。 

本対策は上記の実態を把握した上で、今後どのような改善
点があるかを“検討する”対策といえる。 

なお、基本的に課題を見つけることが“できる”事業者が
優良な事業者という考え方となっている。 

 

 

１．重点対策の解説（２）留意していただきたい事項 
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 番号10：熱源設備(空調負荷に応じた冷水出口温度管理) 

 視点：冷水出口温度が必要以上に低すぎないか？ 

 

 

 

燃料の場合もありますが、
考え方は同じです。 

１．重点対策の解説（２）留意していただきたい事項 

燃料の投入量が減
る。 

生産した冷水の温
度を緩和する。 

負荷側の要求に応
じて・・・ 
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 番号10：熱源設備(空調負荷に応じた冷水出口温度管
理) 

  ポイント 

負荷側の要求は、外気、内部の熱負荷等の変化などに影響
される。 

負荷側の要求が変化するのであれば、本対策は取り得る対
策という考え方となっている。 

状況が把握・記録されていなければ、エネルギーコストへ
の関心度が低い（本対策が未実施）というみなし方となっ
ている。 

冷水出口温度の緩和は、７℃⇒９℃とするケースが多い。 

物理的に調整できない場合も想定している。その場合は
メーカーの見解書が必要となる。 

 

 

１．重点対策の解説（２）留意していただきたい事項 
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 番号12：空調機（室内温度の適正管理） 

 視点：本当にその温度が必要とされているか？ 

   （緩和できれば省エネ効果を得ることができる。） 

 

 

 

１．重点対策の解説（２）留意していただきたい事項 

この部屋は何度に管理すべきか？
（通常利用であれば冷房下限26℃、
暖房上限22℃） 

特段の理由があれば、変更は可能
（だからこそ、その理由を示す資
料が必要。妥当性は審査対象） 

実際に何度になっているか？（そ
うするべきであるとしていること
がそうなっているかの確認） 

ルール化
の実態 

管理実態 
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 番号12：空調機（室内温度の適正管理） 

  ポイント 

特段の理由とは以下のようなもの（根拠となる資料必要）。 

健康に悪影響を生じる。 

事業活動に支障が生じる。 

法令により義務付けられている。 

管理実態の確認のために、夏季、冬季、中間期の実測値が
必要となる。 

これまでのルールの根拠が不明確であったため、設定を再
度評価し、室内温度の緩和が可能という結論を得た事例有。 

上記事例では、室内温度の適正管理によりエネルギーコス
トの縮減効果を得ている。 

 

 

１．重点対策の解説（２）留意していただきたい事項 
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 番号15：空調機（温度検出器の適正配置） 

 視点：本当にそこの温度でいいのか？ 

   （本対策は対策12と密接な関係性を持つ。） 

 

 

 

１．重点対策の解説（２）留意していただきたい事項 

どこの温度で管理するべきか？ 
（どこを26℃にするべきか？） 
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 番号15：空調機（温度検出器の適正配置） 

  ポイント 

温度検出器とあるが、簡易的な温度計でも良い。 

温度検出器の設置位置の自己評価を実施すること。 

自己評価⇒課題の発見⇒対応策の検討⇒対策の実施 

自己評価の結果、不適切と判断された場合には、取り得る
対応を図ること。 

 

 

１．重点対策の解説（２）留意していただきたい事項 
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優良対策とは・・・ 

２．優良対策事例の紹介 

視点 優良事例判断 

優良 不良 

主体性 自らの創意工夫による活動 メーカー任せ、他人任せの活動 

困難性 克服した課題が大きい（課題に
対し積極的に対応する活動） 

課題を言い訳とする姿勢 

実行性 組織的・全社的な活動 個人あるいは限定組織任せの活
動 

継続性 日常的・継続的な活動 一時的な活動 

21 



温室効果ガスの削減優良対策事例集 

• 京都市内の12事業者のご協力により作成 

• 京都市ホームページで公表 

２．優良対策事例の紹介 

今からその一部をご紹介いたし
ます。 

(http://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/page/0000133450.html) 
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 排水の排熱利用による燃料使用量削減 

【現状】 

 

２．優良対策事例の紹介 
 事例１：排熱利用（東レコーテックス株式会社 殿） 

①井水の加温が必要となるシス
テムとなっていた。（加温のエ
ネルギーがもったいない） 

②70℃の温水が利用できな
いだろうか？（もったいな
い） 

③しかし水質の問題等により
通常の方法では熱回収ができ
ない。 
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 排水の排熱利用による燃料使用量削減 

【対策】 

 あきらめなかった。（ラフ熱交換器の採用により井水
加温が不要となった。） 
・投資回収2.2年 
・削減効果190万円/年 

２．優良対策事例の紹介 
 事例１：排熱利用（東レコーテックス株式会社 殿） 
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 乾燥機の保守点検による燃料使用量削減 

点検によって、設備の継ぎ目部分に小さな隙間を発見 

そこから空気を吸い込んでいることが判明 

同様の箇所を徹底的に調べ、同様の箇所をさらに発見 

目張りを行い空気の吸い込みを防ぐ対策を行っています。 

年間約190 万円のコストメ
リットが得られています！ 

２．優良対策事例の紹介 
 事例２：乾燥機の保守・点検（東レコーテックス株式会社 殿） 
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 熱源設備、空調機の運転見直し 

運転時間は見直せます！ 
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２．優良対策事例の紹介 
 事例３：空調運転の見直し（京都信用金庫 殿） 



 熱源設備、空調機の運転見直し 

運転パターンも見直せます！ 
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２．優良対策事例の紹介 
 事例３：空調運転の見直し（京都信用金庫 殿） 



対象：年間排出量が3,000t-CO2以上の事業者 
 

スケジュール： 

 
 

 

 

 

補助金額： 

 
 

  

   

  （年間排出量3,000t～6,000tの事業者を中規模、6,000t以上を大規模と定義） 
 

内容：削減ポテンシャル調査 

   CO2削減対策分析、実施支援 

   大規模削減ポテンシャル調査対策評価 
 

  URL：http://www.jeas.or.jp/activ/prom_09_00.html 

３．補助金等の支援事業の紹介 
 環境省：経済性を重視したCO2削減対策支援事業 

大規模事業者 中規模事業者 

計測有 170万円（上限） 128万円（上限） 

計測無 85万円（上限） 64万円（上限） 

4月 

公
募
開
始 

8月 
診
断
開
始 

マ
ッ
チ
ン
グ 

診
断
完
了 

12月下旬 7月 
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対象：・延床面積300㎡～10,000㎡の業務用ビル（工場は含まない） 

   ・平成26年度～平成27年度にかけて、エネルギー削減、CO2削減のた 

    めの省エネ改修等を予定している事業所 
 

スケジュール： 

 

 
 

補助金額： 

 

 

 
 

内容：中小ビルの省エネ改修等によるCO2排出削減効果、費用効果の分析 
 

   URL：http://www.mri.co.jp/news/press/public_offering/recruit/015427.html 
 

３．補助金等の支援事業の紹介 
 環境省：中小ビル改修効果モデル事業 

5月 

公
募
開
始 

6月下旬 

診
断
開
始 

マ
ッ
チ
ン
グ 

診
断
完
了 

8月下旬 

延べ床面積 補助金額（上限） 

A 5,000㎡～10,000㎡ 210万円 

B 2,000㎡～5,000㎡ 176万円 

C 300㎡～2,000㎡ 134万円 
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対象：建築主等、ESCO事業者、リース事業者等 

スケジュール：公募開始5/12（月）、公募締切6/12（木）、採択決定7月下

旬 

補助金額：上限5億円 補助率原則1/3以内 

内容：ビルにおける省エネ設備の導入補助 

補助対象設備：空調、換気、照明、給湯、冷蔵・冷凍、 

       BEMS装置等で構成するシステム・機器 
 

URL：http://www.zero-ene.jp/zeb26/ 

３．補助金等の支援事業の紹介 
 環境共創イニシアチブ： 
 平成26年度ネット・ゼロ・エネルギー・ビル実証事業 
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おわりに 

平成26年度の様式等は京都府・市の各ホームページで公表予定です。 
31 


